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ルーティングテーブルにR1経由
の192.168.1.0/24のルート情報
とR2経由の192.168.0.0/16のル
ート情報が登録される

バックアップ回線経由では
集約ルート192.168.0.0/16
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図6.6.8　ルーティングテーブルの更新 その5

L3SW1がPCからサーバ宛てのデータを受信すると、最長一致検索によってR1経
由の192.168.1.0/24のルート情報によってルーティングします。つまり、プライマ
リ回線経由でデータが転送されることになります。
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データ

L3SW1ではサーバ宛てのデータを受信
すると、最長一致検索によってR1経由
のルート情報でルーティングする

宛先 IP:192.168.1.100

図6.6.9　ルーティングテーブルの更新 その6




